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資料２ 

市町村におけるリユースモデル事業について 

～各モデル事業の進捗状況（中間報告）～ 

 

１．平成 24年度モデル事業の概要 

市町村とリユース事業者や市民団体・NPO等とが連携し、リユースを促進するためのモデル事業

を実施する。平成 24 年度は、愛知県大府市、大阪府泉大津市、東京都町田市の３地域においてモ

デル事業を実施しているところであり、各地域のプランの概要は以下の通りである。 

 

平成 24年度市町村におけるリユースモデル事業の概要 
 愛知県大府市 大阪府泉大津市 東京都町田市 

名称 

使用済小型家電における宅配リ

ユース及びリサイクルの可能性

検討事業※ 
リユースでエコ生活～第２弾～ 

持ち込みごみのリユース促進事

業 

プランの

概要 

宅配リユース事業の回収ルート

にて小型家電対象 96 品目を回
収する。回収した小型家電はリ

ユース可能なものはリユース品

として宅配リユース事業者が買

取し、リユース不可なものは再

資源化業者がリサイクルする。 
市民にとっては、買取れない小

型家電もリサイクル品として処

分され利便性が高い。 

市民団体と協力して、市のホー

ムページ及び市庁舎内に設けら

れた掲示板に市民の「家庭で使

えなくなったもの（不用品）」に

ついて情報を掲載する。 
掲載情報を見て不用品が必要な

方は市へと連絡し、市は引き渡

しのあっせんを行う。 
また、気軽にリユース品の売買

が行える「Yahoo! バザール」の
利用を市民に情報提供、リユー

スを促す事業を同時に実施。 

月に 1回「リユースの日」を設
定し、粗大ごみを回収する場所

にて市民からのリユース品の引

き取りを実施する。リユース事

業者と連携することでリユース

できる品目の拡大を目指す。 
市民はリユース可能と判断され

た場合、無償で引き渡すことが

できる。（リユース不可の場合で

も粗大ごみとして処理し、再度

の持ち込みは不要） 

リユース

対象品目 

・小型家電対象 96品目 
（ただし、宅配で送れるもの） 

・粗大ごみとして収集できるも

の(電化製品を除く) 

・衣類／など 

・古着 ・家具 ・家電 

・レジャー用品など／など 

役割分担 

【行政】小型家電の宅配リユー

ス・リサイクルの仕組みを広報 
【民間企業】既存の宅配リユース

の仕組みの中にリユース・リサ

イクル両方の製品を引き取る新

しい引取方法を実施 

【行政】市のホームページ及び掲

示板に「不用品のあっせん」を

掲載 
【市民団体】広報・宣伝等で連携 

【行政】「リユースの日」を設定

し、リユース可能なものを無償

回収 
【民間企業】リユース可能なもの

を引き取り 

実施期間 12月 1日（土）～2月 28日（木） 12月 10日（月）～2月 28日（木） 

12～2月までの 6日間 
（12月 8日（土）、9日（日）、 
1月 19日（土）、20日（日）、 
2月 16日（土）、17日（日）） 

※平成 18年 3月 25日付け、「『規制改革・民間開放推進３か年計画』（平成 16年 3月 19日閣議決定）」において平
成 16年度中に講ずることとされた措置（廃棄物処理法の適用関係）について」の通知に基づく試験研究として大
府市が承認した事業として行います。 



- 2 - 

２．モデル事業の実施状況（中間報告） 

２.１  愛知県大府市 

（1）実施するリユースモデル事業の概要 

1）プランの概要 

平成 24年 12月 1日より、使用済小型家電における宅配リユース及びリサイクルの可能性検討

事業を開始した。宅配便を利用して消費者からリユース品・中古品の買取サービスを行っている

ネットオフ株式会社と連携して事業を実施している。 

① 対象品目 

携帯電話及びパソコン、ディスプレイ・プリンタースキャナー、通信装置、電子辞書、映像

機器、音声機器、カメラ、家庭用ゲーム機、空調用電気機械器具、電熱器具、電気掃除機、調

理用電気機械器具、電動工具、電子楽器など、宅配便で配達できる小型家電製品 96品目を対象

とする。 

② 取組の概要 

宅配便を利用して市民から小型家電対象 96品目を回収する。利用者は、電話にてネットオフ

に申し込みを行う。ネットオフは、氏名・住所等の基本情報、商品内容と数量（箱数）、集荷希

望日時を確認し、商品内容からリユースできる製品かどうかを判断する。 

リユースが可能と判断された場合には｢リユースコース（買取）｣、リユースが不可能な場合

には「リサイクルコース（回収）」の申し込みを受け付ける。 

「リユースコース（買取）」は、同社が通常実施しているリユース品の買取と同様の手続きを

行う。具体的には、利用者はリユース品を段ボール箱に梱包、宅配便サービス業者が段ボール

箱を集荷・配達（送料無料）、ネットオフにおいて商品の査定を行う。査定後、査定結果を利用

者に通知し、納得していただければ、査定額を指定の口座に振り込み、買取が成立する。査定

結果に納得いただけない場合は商品を返送する。 

「リサイクルコース（回収）：は、利用者がリサイクル品を段ボール箱に詰め、宅配便サービ

ス業者が段ボール箱を集荷・配達（送料無料）、ネットオフで製品の仕分けを行い、リサイクル

可能な品目である場合は資源回収業者に売却する。 

市民・利用者にとっては、リユースできる小型家電製品は査定に基づき買取りされ、またリ

ユースできない小型家電製品も宅配便にて無料で引取ってもらえるため、利便性が高いサービ

スといえる。 

③ 役割分担 

大府市は、平成 18 年 3月 25 日付け、「『規制改革・民間開放推進３か年計画』（平成 16 年 3

月 19日閣議決定）」において平成 16年度中に講ずることとされた措置（廃棄物処理法の適用関

係）について」の通知に基づく試験研究として、本事業を承認するとともに、小型家電の宅配

リユース・リサイクルの仕組みを広報する。 
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ネットオフは、市民からリユース・リサイクル品の受付を行うとともに、リユース品の購入・

販売、リサイクル品の引取り・販売を実施する。 

 

2）広報・PRの方法 

ちらしの全戸配布（平成 24年 12月 1日～10日にかけて）、広報誌への掲載（平成 24年 11月

15日号）、公民館、クリーンセンター、小学校、幼稚園、自治会の事務所等の計 65箇所へのポス

ターの掲載などを行った。 

また、地域のケーブルテレビ（知多メディアスネットワーク）や中日新聞、月刊廃棄物などに

取り上げられた。 
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（2）モデル事業の利用状況・効果について（中間報告） 

1）モデル事業の利用状況について（中間報告） 

平成 24年 12月 1日～29日までの利用状況は下記の通りである。 

申込件数は 202件、取扱数量は 674点となっている。取扱品目は「PC」、「携帯電話」の割合が

多く、「その他」には電子レンジ、ビデオデッキなどが含まれている。 

玄関前にリサイクル品を置いておき、市民が不在でも宅配業者がそのまま引取るサービス、玄

関前集荷の利用が全体の 68％、3分の 2を超えており、宅配便集荷の利便性の高さが利用数を増

やしている理由として考えられる。 

 

                    図表 1 取扱品目の内訳 
■取扱数量：674点 
■申込件数：202件（受電 362件） 
■リユース点数：3点 
■当日集荷率：44.7％ 
■玄関前無人集荷比率：68.0％ 

 

 

 

 

 
「リユースコース（買取）」でリユースされた小型家電製品は 3点（全体の 0.4％）である。 

リユースされた製品数が限定的である要因としては、「宅配便での回収」という点を PRし、リ

サイクル品中心の広報となってしまった点、電話での申込時の確認において確実にリユース品と

して買取可能なもののみを対象にしたことなどが考えられる。実際には、リサイクルコースとし

て引取った製品の中にもリユース可能な製品が含まれている可能性がある。なお、実際にリユー

スコースとして買取した製品は i-pod、携帯電話であった。 

大府市・ネットオフのいずれの窓口においても、12月のモデル事業開始当初からモデル事業の

内容への問い合わせが多く寄せられ、その後は家電 4品目を引取ってもらえないのかという問い

合わせが多くなっている。市民からは宅配便での集荷が便利である等の好意的な意見が多く、順

調に事業が進めている。 
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30%
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＜リサイクル品の様子＞        ＜リサイクル品の例（ビデオデッキ）＞ 

 

2）効果測定について（今後の予定） 

・リユース品、リサイクル品の総重量を算定し、大府市でリユース及びリサイクルの仕組みを

提供することで廃棄物処分量の削減にどの程度寄与したのかを確認する。 

・また、事業トータルでの収支分析（民間企業での採算性評価）を行い、行政と民間が一体と

なって継続的に成り立つビジネスモデルとなりうるかの検証・評価する。 
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２.２  大阪府泉大津市 

（1）実施するリユースモデル事業の概要 

1）プランの概要 

平成 24 年 12 月 10 日（月）より、不用品あっせん掲示板のリニューアル、Yahoo!バザールの

紹介によるリユース促進のためのモデル事業を開始した。それぞれの概要は以下のとおり。 

① 不用品あっせん掲示板のリニューアル 

市民団体「泉大津消費者問題研究会」と協働し、不用品のあっせん、「家庭で使わなくなった

もの」のリユースを促す。市庁舎内に設けられた掲示板「不用品あっせん掲示板」および市ウェ

ブサイト「不用品あっせん掲示板「こちら、ゆずります！」」で情報を掲示、市民間でのリユー

スを促す。 

対象品目は「ゆずりたい」ものすべてとなっているが、化粧品、骨董品、生き物、医薬品、

電化製品、著しく高価なもの、コピー商品、食料品などは除くものとしている。 

「ゆずりたいもの」は、出品者が上限 1,000円で価格をつけ、市に登録申し込みを行う。「ゆ

ずってほしい商品」がある場合には、市に申し込みの上、出品者と直接交渉を行う。品物の受

け渡しや交渉は当人同士で実施する。 
 

② Yahoo! バザールの利用促進 

「Yahoo! Japan」が提供しているインターネット上で誰でも簡単にものを売り買いできる

「Yahoo! バザール」について情報提供、利用促進を促す。庁内に Yahoo！バザールの登録用に

専用 PC・登録マニュアルも準備、職員がマニュアルに沿って、登録支援を行う。5名の職員そ

れぞれが、登録支援できるような体制になっている。 
 

図表 2 泉大津市モデル事業の概要（フロー図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

結果報告
① 連絡

連絡
　 結果報告

　

　
　

②

ごみとして処理
粗大ごみ申込センター

可燃ごみ等

Yahoo!
バザール

希望者
（有）

出品者
受け渡し、支払いのやりとり

希望者
（無）

要望があれば
不用品あっせん掲示板へ

市でヤフーバザール出品に関するサポートを行う。
（本市でＩＤを取得することはしない。）

ごみとして処理

粗大ごみ申込センター
可燃ごみ等

泉大津市
結果報告

泉大津市交渉

買取希望者

希望者
（無）

要望があれば
Yahoo!バザールへ

出品者

出品者
（市民）

申込
泉大津市

いずれかを選択 不用品
あっせん
掲示板

希望者
（有）
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泉大津市ちらし 
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2）広報・PRの方法 

ちらしの全戸配布（平成 24年 11～12月にかけて）、広報誌での案内（平成 24年 12月号、平

成 25年１月号、平成 25年 2月号）、庁内でのちらしや掲示など。 

また、粗大ごみ排出の電話受付センターにおいて、口頭でリユースについて紹介し、不用品あっ

せん掲示板や、Yahoo! バザールなどの紹介も行っている。 
 

（2）モデル事業の利用状況・効果について（中間報告） 

1）モデル事業の利用状況について（中間報告） 

・モデル事業実施後の不用品掲示板での出品は３２件、うち１３件が交渉成立となっている（平

成 25年 2月 15日時点）。不用品掲示板をリユーアルしたことで、以前に比べて反響が高まっ

ている。 

・インターネットで出品状況を確認することができ、出品の申請もできることがポイントであ

るが、同様の情報を庁内にも掲示している。市庁舎１階の児童福祉課の前に掲示板を設置し

ており、各種申請手続きを待つ時間など、多くの市民の目に触れている。 

・交換成立したものの例としては、ベビー用品、子ども用衣類、子ども用チェアー、おんぶ紐、

ヘルメット、折りたたみ式三輪車、PCデスク、ベルトなど。 

・「Yahoo!バザール」について登録案内を５件実施している（平成 25年 2月 15日時点）。アカ

ウントは取得してくれているが、実際に登録し、利用しているかまでは現時点では分からな

い。市民から問合せは寄せられているが、利用登録の手数料（399 円）が必要であることを

説明すると実際の登録に至らないケースがある。 
 

2）効果測定について（今後の予定） 

・モデル事業期間中のリユースの実績を整理。 

・利用者向けアンケート調査を実施（平成 25年 2月中）、モデル事業の認知状況、利用時の満

足度・再度利用に関する意向などを把握。 

・一般市民向けアンケート調査（1,000 世帯）を実施（平成 25 年 2 月中）、ちらしを踏まえた

不用品あっせん掲示板、Yahoo！バザールの認知度などを把握する予定。 
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 ＜不用品あっせん掲示版（トップページ）＞      ＜出品内容（例）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜不用品あっせん掲示版（庁舎１階）＞         ＜各種ちらしなど＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜出品情報ファイル（※ウェブ、掲示版と同じ内容）＞      ＜Yahoo!バザールのちらし＞ 
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＜Yahoo!バザールの登録用 PC＞        ＜登録支援のマニュアル＞ 

 



- 12 - 

２.３  東京都町田市 

（1）実施するリユースモデル事業の概要 

1）プランの概要 

2012年 12月から 2013年 2月までの 3ヶ月間、毎月「リユースの日」を設定し、町田市の外郭

団体である「まちだエコライフ推進公社（以下、公社）」とリユース業界の協力を得て、使用済

み製品のリユース事業を行う。 

市民にリユース可能な使用済み製品の持込みを呼びかけ、「リユース受け取り場所」で、公社

が無償で受け取る。公社は、従来の修理再生販売だけでなく、リユース業界の協力を得て、受け

取った物をリユース市場で流通させることで、リユースを促進する。なお、事業の実施主体は公

社となる。 

リユース事業者は４社（キングファミリーFC 本部 株式会社 Kurokawa、株式会社パシフィッ

クネット、株式会社トレジャー・ファクトリー、ブックオフコーポレーション株式会社）と連携

して実施する。 

 

図表 3 町田市モデル事業の概要（フロー図） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2）広報・PRの方法 

市のウェブサイトでの案内、広報紙への掲載のほか、廃棄物減量等推進員を通じて市内約 300

の町内会・自治会にて各戸回覧、また 1月 17日（木）に新聞折込みにてちらしを配布した。 

協力リユース事業者の市内店舗や町田市市民センター等で配布を行っている。 

 

リユース事業者

・リユース可能な使用済み
 製品の持ち込み

①　市民がリユース可能な使用済み製品を持ち込む。

②　まちだエコライフ推進公社は無償で引き取る。

③　まちだエコライフ推進公社は、リユース事業者に売却、公社で再生販売、リサイクルルートに売却するものに仕分ける。

④　リユース事業者は、自社の販売ルートで市場に流通させる。
⑤　まちだエコライフ推進公社は、リユース業者に売却しないものを修理再生販売する。
⑥　町田エコライフ推進公社は、リユース不可な製品をリサイクルルートに売却する。

⑦　リユース不可でリサイクルルートへの売却も不可能な製品は、町田市が処分する。

・無料

・売却

・無料で引き取り

・リユース不可は市で処理
再生販売

市民
まちだエコライフ推進公社

（受け取り・仕分け）

・リユースショップへの販売

・公社で修理・販売
・公社でリサイクルルートに売却

① ②

③

④

町田リサイクル文化センター
で処理

⑦

・無料

資源物として売却
・売却

⑤

⑥
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町田市ちらし 



（2）モデル事業の利用状況・

1）モデル事業の利用状況について

・平成 24年 12月 8日（土）、

17日（日）、3ヵ月 6日間

・12月は 188件、1月は 205

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜市民のリユース品持込の様子

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
＜スポーツ、レジャー用品

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜衣類・ぬいぐるみなど
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・効果について（中間報告） 

について（中間報告） 

）、9日（日）、平成 25年 1月 19日（土）、20日（日

日間で実施する。 

205件、2月は 183件の利用があった。 

様子＞            ＜アンケートの

用品など＞              ＜家電製品

・ぬいぐるみなど＞         ＜携帯電話・ゲーム

日）、2月 16日（土）、

アンケートの様子＞ 

家電製品＞ 

・ゲーム機器類など＞ 
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2）効果測定について（今後の予定） 

・リユースとごみ減量の効果（持ち込み重量・件数等のデータ） 

・リユースに関する市民の理解（利用者アンケート） 

・広報・ＰＲ手法の有効性（利用者アンケート・聞き取り） 

・事業者との協働関係維持のための課題（事業者聞き取り） 

 

（以上） 


